
● ７月１９日（月） うす曇  千歳空港（買い物）・ウトナイ湖  道の駅「マオイの丘」泊 

 

・昨夜はよく降った。今朝も雨かと思ったらすっか

りあかっていてうっすらと青空も見える。 

朝５時過ぎに起床。雨上がりのさわやかな朝だ。

悠々と流れる千歳川の川沿いをしばらく散歩した。

のんびりと釣をしている人がいたが、何も釣れてい

ない。なんとも幸せな朝の風景だ。 

納豆巻きに味噌汁、それに牛乳にキュウリとトマト

がついて最後はコーヒーで７時に朝食が終わった。

今日は最終日なので、例年通り千歳空港へお土産を

買いにゆく。                       悠々と流れる千歳川 

 

・８時に駅を出て千歳空港へ。今日は 3 連休の最終日ということもあって空港は大混雑、搭乗手続

きのカウンターには長蛇の列が出来ていた。家族全員におそろいのＴシャツ「ダンパ」（パンダの逆）

を、その他ハスカップやお菓子類を購入して１時間ほどで空港を出た。 

・空港のすぐ南にウトナイ湖というのがあり、行ったことがないし、今年新しく道の駅が出来たと

いうので出かけてみた。ウトナイ湖はラムサール条約に登録され、白鳥の来る湖として保護されて

いるという。シーズンではないのか、白鳥は２羽だけ居た。 

 

・新しく出来た道の駅は 108 番目の駅で大きくて

立派な駅だ。ウトナイ湖は千歳と苫小牧の中間に

位置し交通の要地でもあるので訪れる人が多く、

現在北海道の道の駅の中で集客率が最も多いとか。

駐車場も館内も人でごった返していた。 

隣に環境省の「ウトナイ湖野生鳥獣保護センター」

の立派な建物があり中を見学した。ここは殆ど人

が居なくてひっそりとしていた。 

 

                          108 番目の道の駅「ウトナイ湖」 

白鳥が２羽だけいた 



・恵庭に戻り、道の駅でスタンプラリーを提出。ここも駐車スペースが全く無いほどの大混雑。   

すぐに退散して日帰り温泉「ラフォーレ」へ。今年の山紀行の温泉はラフォーレで始まってラフォ

ーレで終わることになった。夜は道の駅「マオイの丘」でゆっくりとしようと決め３時過に着いた。

今日は何だろう！ここも車が一杯、やっとのことで駐車した。ヤレヤレこれで落ち着いた、朋子に

明日予定通り帰るとメールを打ったら、すぐに電話がかかってきて「今日は私の誕生日忘れたの！」 

お！忘れてた、ヤバイ！ お土産の買い物と 

明日の帰り支度で頭が一杯、うっかりしてた。 

・猛スピードで千歳空港へ駆け込み、つぐない

をこめて高価なユーカラ織の誕生日祝いを購入。

マオイの丘に戻ってやっと落ち着いた。今夜は

最後の夜、無事全行程を終了したのを祝して 

駅のレストラン美夕で乾杯だ。この前ここで 

食べて旨かった「牛々丼」を狙ったが、今日は

売り切れだった！ 野菜サラダバイキング付き

の「とろとろ卵和風ハンバーグ」と生ビール  

２杯。十分満足して、ひと月間愛用してきた  

車内の特性ベッドにもぐりこんだ。           北海道最後の夜 豪華な夕食 

 

● ７月２０日（火）       小樽からフェリーに乗船     フェリー船内 泊 

 

・４時起床。興奮して目が覚めた？ 朝早起きは習慣になったし、昨夜７時前に寝たのだから９時

間も寝たことになり起きるのはあたりまえか。今日は小樽港 10：30 発のフェリーで北海道を離れる。

小樽港まで通勤時間帯に千歳、札幌、小樽の市街を走ってゆくので、少々早いが５時半にマオイの

丘を出発した。通勤で急ぐ車をイライラさせながら、法定速度で小樽へ向けて走った。札幌や小樽

の市街は予想通り通勤の車で混雑していたが、東京近郊に比べれば大したことなかった。札幌のセ

ブンイレブンで船中の食糧を購入し、小樽のアポロで給油し（＠138 円、えらく高い）、７時半にフ

ェリーターミナルに着いた。もうすでにかなりの車が整列していて、私は２列目の先頭に停車した。

後に大宮ナンバーの老夫婦（68歳とか）が止まり、山を歩いてきたとかで、山と花の話で会話が弾

んだ。乗船受付を済ませ 9：45の乗船開始まで待つことに。現在 8：30。天気は霧。 

・予定通り 9：45 乗船開始。Ｓ寝台 J-97 におさま

り、早速風呂へ行ったら、もう数人入っていた。 

10：30 出航。風呂から出て缶ビールを購入し、いつ

ものように甲板に出て、ビールを飲みながら岸壁を

離れてゆくのを見る。風呂上りで良い気分だ。 

・北海道山紀行も今年で４回目、今年古希になった

しもうほとんどの山に登ったので今年で終わりに

するかな、とするとこれで見納めになるのか。離れ

てゆく霧の小樽港を眺めながらちょっとウエット

な気分になった。                

                          小樽港を離れる ちょっと ウルッ！        



・船内はかなり空いていて、Ｓ寝台もガラガラだ。

ベッドに横になってしばらくウトッとしたがすぐ

目が覚めた。パソコンを持ち出しパソコンコーナー

に来たが、パソコンをやっている人は誰もいない、

私一人だ。そういえば中央ロビーにもサイドの廊下

のロビーにもほとんど人がいなくてガラガラだ。 

皆出てこないのか、そもそも客が少ないのか、どち

らにしてもゆったりとできて最高だ。昼食はだれも

いない中央ロビーでセブンイレブンの皿うどんを

一人で食った。２時から映画を見に行ったが面白く

ないのですぐ出てきた。                   パソコンコーナー 

 

・５時から中央ロビーで佐渡の保存会の人たちが、

佐渡民謡踊りを披露してくれた。たいへん面白かっ

たし、大勢の人が集まってみていた。夕食はサイド

の廊下のロビーでビールを飲みながら弁当を食っ

たが、レストランが開いて夕食が始まったらみんな

ロビーからいなくなり、また私一人になった。いま

まで７回もこのフェリーを利用しているが、こんな

に閑散としているのは初めてだ。このシーズンは 

北海道へ行く人は多いが、帰る人は少ないからなの 

だろうか、あるいは高速道路休日 1000 円の影響だ    佐渡民謡踊りを披露してくれた 

ろうか。そんなことを考えながら７時にベッドイン。 

 

 

● ７月２１日（水）     晴 猛暑        新潟港から榛名へ 

 

・どうも夜明けとともに目が覚める癖がついたようだ。 

船は穏やかな日本海を快走している。 

水平線から出る日の出を写真に収めようと

サイドの廊下のロビーに陣取りカメラを構

えた。 

４時４４分、見事な日の出を拝み写真に収め

ることが出来た。周りを見るとロビーに居る

人はほとんどいない。 結局一生懸命日の出

の写真を撮っていたのは私一人だった。 

いままでこんなことは無かったな。 

 

 

         



・フェリーは予定通り６時に快晴の新潟港に接岸した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一ヶ月ぶりで本土の土に乗った。 

こりゃ暑いは！ 

北海道の暑さとやはり質が違う。 

 

亀田から高速に乗って 一路榛名へ向かって車を飛ばした。 

 

＊＊＊＊＊ 完 ＊＊＊＊＊ 

 

 

 

今年の北海道山紀行も無事終了した。 

今年は北海道で古希を迎えた。 

今年はトムラウシ山へ登った。 

今年は道南の狩場山と大千軒岳へ登った。 

 

 

 

 
 


